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防
犯
灯
の
設
置

今
回
の
防
犯
灯
設
置

箇
所
は
。

野
尻
上
町
と
長
野
旧

保
育
園
近
辺
の
２
ヶ

所
。

最
近
も
村
の
駐
車
場

で
悪
質
な
事
案
も
あ

っ
た
。
対
策
で
防
犯
灯
は

点
検
し
た
の
か
。

駐
車
場
付
近
は
適
度

に
設
置
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
。

広
域
保
育
の
現
状
は

村
外
か
ら
迎
え
て
い

る
子
、
村
外
へ
行
っ

て
い
る
子
供
の
現
状
は
。

現
在
は
い
な
い
が
、

７
月
か
ら
他
所
で
広

域
入
所
す
る
。

委
託
料
の
負
担
算
出

方
法
は
。

国
の
算
定
基
準
に
基

づ
く
。

国
土
調
査
の
進
捗
状
況

国
土
調
査
の
現
況
は
。

平
地
は
完
了
し
平
成

10
年
か
ら
山
地
に
。

現
在
殿
地
区
と
砂
防
の
関

係
で
も
入
っ
て
い
る
。
現

状
20
㏊
で
35
％
の
進
捗
と

考
え
る
。

国
調
の
終
了
の
目
処

は
。

全
体
で
57
㏊
あ
り
、

ま
だ
目
処
は
つ
い
て

い
な
い
。

遊
休
農
地
の
活
用
に

　
つ
な
が
る
作
物
の
検
証

新
た
な
取
り
組
み
で

今
年
ト
マ
ト
栽
培
し

て
い
る
地
域
が
あ
る
が
。

Ｊ
Ａ
と
検
討
し
な
が

ら
今
年
モ
デ
ル
事
業

と
し
て
利
用
し
て
い
る
。

そ
の
費
用
面
の
負
担

は
。

今
年
は
少
額
だ
っ
た

の
で
村
で
出
費
し
て

実
施
し
て
い
る
。

ど
の
く
ら
い
の
期
間

か
。

今
回
は
ト
マ
ト
栽
培

で
、
あ
く
ま
で
も
試

験
的
に
行
っ
て
い
る
。

　一般会計総額　33億883万円に

６月定例会

4千13万円を追加

補正予算質疑

　６月定例会は、６月１９日から２７日までの９日間の会期で開かれ、委員長報告、

組合議員報告、議長報告、行政報告、監査報告の後、請願３件・陳情１件を審議。

一般質問（４名４件）が行われた。村長提出議案（報告１件、条例改正等５件、補

正予算３件、請負契約１件）などが上程され慎重審議可決した。また、人権擁護委

員の推薦について、原案に同意した。

QQQ

Q

Q

QQ

Q

Q AAA

AA

AAA

A

保育園プール遊び

トマト栽培 (西地区 )



3 おおくわ議会だより　第 133 号
平成 25年 7月25日発行

北
名
古
屋
市
と
の

交
流
事
業
に
つ
い
て
　

北
名
古
屋
市
と
の
交

流
は
、
子
供
か
ら
老

人
ま
で
あ
る
が
、
こ
の
と

こ
ろ
議
会
の
交
流
が
な

い
。
今
後
は
。

数
年
滞
っ
て
い
る
が

希
望
が
あ
れ
ば
考
え

た
い
。で

は
行
政
間
の
交
流

に
つ
い
て
は
ど
う
考

え
る
。

担
当
者
も
含
め
打
ち

合
わ
せ
は
し
て
い
る
。

相
手
方
を
認
め
合
い
更
に

交
流
を
深
め
た
い
。

農
業
の
担
い
手
不
足

解
消
へ
　

機
械
化
セ
ン
タ
ー
、

繁
殖
セ
ン
タ
ー
へ
の

行
政
の
対
応
は
。

農
業
の
担
い
手
不
足

は
深
刻
だ
。
農
家
、

行
政
一
体
と
な
っ
て
で
き

る
支
援
を
し
て
い
く
。

就
業
年
齢
も
高
い
。

よ
り
連
携
を
密
に
し

て
ほ
し
い
。

地
方
の
元
気
が
根
本
。

真
剣
に
取
り
組
ん
で

い
く
。

土
木
工
事
の
単
価

土
木
費
委
託
料
で
単

価
ア
ッ
プ
と
説
明
が

あ
っ
た
が
。

毎
年
見
直
し
は
か
け

て
い
る
が
、
今
回
は

労
務
費
の
ア
ッ
プ
が
大
き

い
。

今
ま
で
と
比
べ
て
ど

の
位
か
。

普
通
作
業
員
で
19
％
、

全
て
の
労
務
平
均
で

18
・
4
％
ア
ッ
プ
し
て
い

る
。

上
昇
分
が
確
実
に
労

務
費
ア
ッ
プ
に
つ
な

が
る
の
か
。

制
度
的
に
は
ク
リ
ア

で
き
る
。
あ
と
は
会

社
の
モ
ラ
ル
と
い
う
部
分

か
と
思
う
。

Q

Q

QQQQ

Q A

A

AAAA

A

子ども交流セミナー

会計別補正状況
（単位：万円）会  計 補 正 額 総　 額 主な内容（歳出）

広域負担金 ( 消防通信 )    △ 2,687

風疹予防接種助成 40

村有林造林事業  222

ﾌｫﾚｽﾊﾟ木曽関係経費 290

村単道路維持事業 1,008

国庫補助道路新設改良 265

村単道路新設改良事業 867

ｽﾎﾟｰﾂ公園ﾌｪﾝｽ設置事業 191

財政調整基金積立 2,000

野尻水源防護柵設置 200

伊奈川一号線水道管布設替  155

後期高齢者支援金 393

予備費増額 565

330,8834,013一 般 会 計

25,199351村営水道事業特別会計

42,290979国民健康保険事業特別会計



4おおくわ議会だより　第 133 号
平成 25年 7月25日発行

国
か
ら
の
要
請
に
よ

り
、
長
野
県
や
他
の

市
町
村
、
木
曽
郡
で
も
四

町
村
が
職
員
給
与
の
減
額

改
定
を
実
施
し
た
。
村
で

も
更
な
る
改
訂
を
考
え
て

い
る
か
。

今
回
、
２
年
間
で
４

号
俸
の
引
き
下
げ
を

実
施
中
で
あ
り
、
そ
れ
以

上
の
改
訂
は
考
え
て
い
な

い
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
１
０
９
・
２

が
試
算
で
は
98
に
な
る
。

消
費
税
増
税
と
事
業
計
画

平
成
26
年
４
月
１
日

か
ら
消
費
税
８
％
が

予
定
さ
れ
て
い
る
。
村
の

今
年
度
の
一
般
会
計
で
見

る
と
３
％
は
約
一
億
円
の

事
業
予
算
に
匹
敵
す
る
。

一
部
の
産
業
を
除
き
低
迷

す
る
地
域
経
済
活
性
化
へ

向
け
た
取
り
組
み
と
し
て
、

消
費
税
増
税
前
に
、
大
型

補
正
の
検
討
を
す
べ
き
で

は
な
い
か
。
ま
た
、
今
年

度
も
６
月
末
に
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
を
販
売
す
る
。

他
町
村
に
比
べ
多
い
と
は

言
え
な
い
発
行
枚
数
で
あ

る
。
好
評
で
あ
れ
ば
増
額

し
て
は
ど
う
か
。

単
独
事
業
に
つ
い
て

は
、
需
給
状
態
や
意

見
を
聞
き
な
が
ら
対
策
を

検
討
し
た
い
。

平
成
22
年
度
決
算
で

は
、
５
億

9
7
0
0

万
円
の
財
政
調
整
基
金
が

あ
っ
た
。
当
時
、
７
億
円

ほ
ど
を
目
標
に
し
た
い
と

答
弁
が
あ
っ
た
基
金
は
、

現
在
ど
の
程
度
と
な
っ
た

か
。
社
会
の
情
勢
を
把
握

し
な
が
ら
基
金
の
繰
り
出

し
に
よ
り
、
事
業
の
前
倒

し
を
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

６
月
７
日
現
在
、
８

億
５
４
０
０
万
円
と

な
っ
て
い
る
が
、
庁
舎
建

設
等
大
型
事
業
が
予
定
さ

れ
て
い
る
の
で
10
億
円
程

度
の
積
立
は
し
た
い
。
事

業
に
つ
い
て
は
、
他
の
財

源
を
活
用
し
取
り
組
み
た

い
。

公
共
事
業
の
費
用
対

効
果
を
ど
の
よ
う
に

検
証
し
て
い
る
か
。
道
路

関
係
で
は
、
交
通
量
が
ほ

と
ん
ど
な
い
新
設
道
路
も

見
受
け
ら
れ
る
。
村
営
住

宅
に
関
し
て
は
、
調
査
期

間
と
の
位
置
づ
け
で
今
年

度
は
建
設
予
定
が
な
い
。

調
査
の
進
捗
状
況
は
。

費
用
対
効
果
を
き
ち

ん
と
検
証
し
て
い
な

い
が
、
道
路
に
関
し
て
は
、

地
域
の
要
望
が
大
き
な
判

断
材
料
。
住
宅
に
関
し
て

は
、
１
０
９
戸
あ
る
村
営

住
宅
の
応
募
状
況
を
見
る

と
充
足
し
て
い
る
と
認
識

し
て
い
る
。

この問答は、質

問議員が要約

したものです。質 問質 問質 問
鈴木　武 議員

プレミアム商品券

職員給与の更なる見直しを

考えているか

改訂は考えていない

Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

財
政
調
整
基
金
を
活
用
す
る

時
期
で
は
な
い
か

も
う
少
し
積
立
を
し
た
い
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村
に
は
、
次
の
問
題

や
課
題
が
あ
る
と
思

う
。

◆
人
口
減
少
、
少
子
・
高

　
齢
化
の
深
刻
化

◆
防
災
・
減
災
を
妨
げ
る

　
要
因
の
存
在

◆
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
発

　
生
時
震
度
５
強
の
予
想

◆
避
難
誘
導
・
避
難
場
所
確

　
保
や
水
・
食
料
の
備
え

◆
老
朽
化
・
耐
震
強
度
不
足

　
の
家
屋
・
空
き
家
対
策

◆
緊
急
時
対
応
の
仕
組
み

　
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
質

　
問
し
ま
す
。

①
村
長
の
目
指
す
と
こ
ろ

は
。

②
よ
り
安
心
・
安
全
な
、

住
み
や
す
い
村
づ
く
り
の

課
題
は
。

①
生
活
者
の
目
線
に

立
ち
、
地
域
活
力
維

持
の
た
め
の
村
政
を
行
う
。

特
に
、
東
日
本
大
震
災
、

紀
伊
半
島
・
九
州
の
土
石

流
等
を
念
頭
に
、
災
害
に

対
す
る
住
民
の
不
安
を
一

つ
一
つ
確
実
に
取
り
除
き

な
が
ら
、
課
題
を
着
実
に

解
決
し
た
い
。

②
高
齢
者
・
障
が
い
者
福

祉
、
子
育
て
支
援
な
ど
は
、

行
政
が
行
う
べ
き
も
の
で

あ
る
が
、
防
災
面
で
残
念

な
の
は
、
大
桑
村
に
は
統

一
し
た
自
治
組
織
が
な
い

こ
と
。
緊
急
時
で
の
情
報

伝
達
、
避
難
指
示
・
避
難

勧
告
が
う
ま
く
い
く
か
不

安
で
あ
り
、
早
期
に
地
域

の
み
な
さ
ん
と
協
議
し
、

住
民
の
災
害
自
主
防
災
組

織
が
で
き
る
よ
う
に
し
た

い
。
ま
た
、
今
後
の
重
視

対
策
は
次
の
３
点
で
あ
る
。

◇
災
害
時
の
要
援
護
者
支

　
援

◇
情
報
連
絡
網
の
充
実

◇
災
害
時
危
険
箇
所
の
整

　
備

①
本
年
度
防
災
関
連

事
業
は
。

②
危
険
度
が
高
い
家
の
強

制
撤
去
、
改
修
補
助
な
ど

を
含
む
空
き
家
の
適
切
な

管
理
の
た
め
の
条
例
化
は
。

③
耐
震
診
断
・
補
強
工
事

へ
の
補
助
制
度
の
状
況
は
。

④
新
総
合
計
画
で
の
課
題

は
。

①
気
象
観
測
シ
ス
テ

ム
の
更
新
と
防
災
エ

リ
ア
メ
ー
ル
の
配
信
。
防

災
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
。

要
援
護
者
支
援
。

②
飯
山
市
や
小
谷
村
な
ど

で
は
既
に
条
例
化
し
、
行

政
代
執
行
を
含
め
て
検
討

中
の
と
こ
ろ
が
増
加
。
当

村
で
は
、
空
き
家
を
寄
贈

希
望
し
た
場
合
の
対
応
、

公
費
で
の
撤
去
の
是
非
を

含
め
総
合
的
に
検
討
し
て

い
る
。

③
簡
易
診
断
２
７
５
件
。

精
密
診
断
42
件
。
耐
震
工

事
５
件
。

④
重
要
課
題
で
あ
り
、
地

域
活
力
低
下
へ
の
対
応
策

を
組
み
込
む
。

ポンプ操法大会

一 般一 般一 般
水野　進 議員

Q&A

村政を問
う

「
よ
り
安
心
・
安
全
な
、住
み
や
す

い
村
づ
く
り
」ど
う
進
め
る
？

住
民
目
線
に
立
ち
、災
害
な
ど
へ

の
備
え
を
重
視

Q

Q

A

A

住民支え合い講座（東地区）
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安
倍
政
権
が
最
大
の

売
り
物
に
し
て
い
る

「
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
」
を
ど
の

よ
う
に
見
て
い
る
か
。
村

民
の
暮
ら
し
や
地
域
経
済

に
と
っ
て
ど
ん
な
影
響
を

及
ぼ
す
の
か
。

ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
に

よ
っ
て
雇
用
が
改
善

し
、
賃
金
が
上
が
り
、
く

ら
し
が
良
く
な
る
こ
と
を

期
待
す
る
が
、
現
状
は
生

活
必
需
品
や
公
共
料
金
の

値
上
げ
で
庶
民
の
生
活
は

厳
し
い
。
成
長
戦
略
で
の

大
型
補
正
も
村
と
し
て
大

き
な
効
果
は
な
く
、
村
民

の
く
ら
し
は
よ
り
厳
し
く

な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
安
倍
政
権
が

こ
の
先
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
社
会
保
障
の
削

減
、
年
金
の
削
減
、
消
費

税
増
税
の
連
続
負
担
増
で

生
活
は
更
に
厳
し
さ
を
増

す
。
生
活
弱
者
の
く
ら
し

応
援
と
地
元
業
者
へ
の
支

援
に
も
つ
な
が
る
取
り
組

み
と
し
て
、
商
品
券
の
一

部
を
村
が
買
い
取
り
、
生

活
弱
者
の
く
ら
し
応
援
に

利
用
し
て
も
ら
え
な
い
か
。

必
要
な
政
策
を
打
っ

て
行
く
こ
と
は
必
要

だ
が
、
現
金
給
付
等
ば
ら

ま
き
は
基
本
的
に
問
題
が

あ
る
。く

ら
し
の
実
態
調
査

で
生
活
弱
者
の
実
態

を
き
ち
ん
と
把
握
し

く
ら
し
応
援
の
施
策
と
し

て
研
究
す
る
よ
う
求
め
る
。

風
疹
が
大
流
行
し
て

い
る
。
特
に
妊
婦
が

か
か
る
と
胎
児
に
影
響
を

及
ぼ
す
。
村
と
し
て
、
命

を
守
る
施
策
と
し
て
ワ
ク

チ
ン
の
接
種
費
用
の
助
成

を
求
め
る
。

安
心
・
安
全
な
施
策

の
一
環
と
し
て
今
回

の
補
正
で
対
応
し
た
。
概

ね
23
歳
か
ら
50
歳
対
象
で
、

未
接
種
の
方
に
5
0
0
0

円
を
助
成
。

期
間
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
1
人
で
も
多

く
の
方
に
接
種
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
周
知
徹
底
し

て
ほ
し
い
。
不
妊
・
不
育

治
療
は
長
期
に
わ
た
る
場

合
が
多
く
、
負
担
も
大
き

い
。
村
と
し
て
助
成
を
求

め
る
。検

討
し
て
い
き
た
い
。

相
談
窓
口
の
設
置
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
活

用
で
命
を
守
る
施
策

の
更
な
る
充
実
を
求
め
る
。 音楽会

予防注射

この問答は、質

問議員が要約

したものです。質 問質 問質 問
瓜尾美佐子議員

風
疹
ワ
ク
チ
ン
と

不
妊
・
不
育
治
療
へ
の
助
成
を

風
疹
ワ
ク
チ
ン
は
助
成
を
実
施
、

不
妊
・
不
育
治
療
も
検
討
し
た
い

Q

QQ

Q

A

A

A

A

意見

意見
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５
年
後
、
10
年
後
の

小
中
学
生
の
人
数
と
、

総
人
口
の
推
移
は
。

５
年
後
（
平
成
30
年
）

人
口
は
３
６
２
０
人

程
度
、
小
中
学
生
は
２
３

４
人
程
度
。
10
年
後
総
人

口
は
３
２
８
０
人
程
度
、

将
来
人
口
の
推
計
か
ら
０

歳
か
ら
15
歳
ま
で
の
子
ど

も
の
人
口
は
３
５
０
人
く

ら
い
で
あ
る
。

人
口
減
少
の
不
安
を

見
据
え
た
今
後
の
対

応
は
。

高
齢
化
率
36
％
を
超

え
る
状
況
の
中
、
若

者
の
定
住
化
を
進
め
、
子

育
て
支
援
を
セ
ッ
ト
で
行

う
。
ま
た
、
婚
活
対
応
を

村
で
も
考
え
、
人
口
減
少

に
歯
止
め
を
か
け
て
い
き

た
い
。国

が
進
め
る
道
州
制

に
対
し
、
村
と
し
て

の
判
断
は
。

全
国
町
村
会
・
議
長

会
は
反
対
で
あ
る
。

理
由
は
、
大
都
市
圏
へ
富

が
集
中
し
、
地
域
間
格
差

が
広
が
り
、
財
源
の
保
障

が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
ま

た
、
平
成
の
大
合
併
の
検

証
も
さ
れ
て
お
ら
ず
、
行

政
効
率
の
み
を
優
先
し
て

い
る
た
め
反
対
で
あ
る
。

人
口
が
減
少
し
て
い

く
な
か
、
郡
全
体
で

再
合
併
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
る
か
。

郡
内
６
町
村
は
、
平

成
の
合
併
か
ら
各
自

治
体
で
頑
張
っ
て
い
る
。

再
合
併
の
話
は
さ
れ
て
い

な
い
。

木
曽
広
域
連
携
に
対

す
る
住
民
ア
ン
ケ
ー

ト
か
ら
住
民
の
関
心
度
が

高
い
も
の
は
、
行
財
政
改

革
と
広
域
的
連
携
で
の
村

づ
く
り
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
再
合
併

へ
の
関
心
度
が
高
い
と
言

え
な
い
か
。

町
村
に
足
り
な
い
も

の
を
補
う
た
め
に
大

き
な
力
が
必
要
。
木
曽
広

域
で
連
携
し
て
協
力
し
合

う
形
で
今
後
も
頑
張
っ
て

い
く
。

新
庁
舎
建
設
の
協
議

会
設
置
は
。

第
５
次
総
合
計
画
の

中
で
検
討
し
た
い
。

村
内
各
商
店
に
対
す

る
協
力
体
制
は
。

村
で
は
、
商
工
業
に

対
し
て
施
策
を
推
進

し
、
商
工
会
へ
の
助
成
、

中
小
企
業
振
興
資
金
の
利

子
補
給
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商

品
券
発
行
な
ど
応
援
し
て

き
た
。
村
へ
の
要
望
が
あ

れ
ば
真
摯
に
受
け
止
め
て

い
き
た
い
。

鹿島神社例大祭

一 般一 般一 般
木 戸 勘 一 議員

Q&A

村政を問
う

人口減少に対する

むらづくりは

歯止めがかかる政策を

進める

コカリナ演奏

Q

Q

Q

Q

QQ

Q

A

A

A

AA

A

A
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●
税
条
例
の
一
部
改
正

●
国
民
健
康
保
険
税
条
例

　
の
一
部
改
正

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
及
び
関
係

政
令
等
が
３
月
31
日
に
交

付
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
税

条
例
・
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
関
係
条
項
の
改
正

を
専
決
処
分
し
た
も
の

●
議
会
委
員
会
条
例
の

　
一
部
改
正

　
課
の
編
成
替
え
に
伴
い

所
管
に
関
す
る
関
係
条
項

を
改
正
す
る
も
の

●
財
産
の
交
換
、
譲
与
、

　
無
償
貸
付
等
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
改
正

　
第
二
次
一
括
法
が
公
布

さ
れ
財
政
健
全
化
法
の
一

部
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
に

伴
い
、
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
も
の

●
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等

　
対
策
本
部
条
例
の
制
定

　
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

等
対
策
特
別
措
置
法
の
施

行
に
伴
い
制
定
す
る
も
の

●
平
成
25
年
度
村
道
伊
奈

　
川
一
号
線
改
良
工
事
　

　
（
２
工
区
）
請
負
契
約

●
人
権
擁
護
委
員

大
桑
村
野
尻
　

山
本
　
由
幸
　
氏

同
氏
の
推
薦
に
全
会
一
致

で
同
意
（
新
任
）

●
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

　
制
度
の
堅
持
を
求
め
る

　
請
願
書

●
国
の
責
任
に
よ
る
35
人

　
以
下
学
級
推
進
と
、
教

　
育
予
算
の
増
額
を
求
め

　
る
意
見
書
提
出
に
関
す

　
る
請
願
書

請
願
団
体

長
野
県
教
職
員
組
合
木
曽

支
部
大
桑
単
組

　
代
表
者
　
　
永
井
裕
司

紹
介
議
員

横
平
幸
男

結
果
　

全
会
一
致
　
採
択

●
年
金
２
・
５
％
の
削
減

　
中
止
を
求
め
る
請
願

請
願
団
体

全
日
本
年
金
者
組
合
長
野

県
本
部

執
行
委
員
長
　
松
沢
秀
紀

木
曽
支
部
長
　
新
床
悦
郎

紹
介
議
員

瓜
尾
美
佐
子

古
畑
　
昌
夫

結
果
　

全
会
一
致
　
採
択

●
地
方
財
政
の
充
実
・
強

　
化
を
求
め
る
意
見
書
採

　
択
の
陳
情

陳
情
団
体

木
曽
地
区
労
働
組
合
会
議

議
長
　
森
山
直
保

結
果
　

全
会
一
致
　
採
択

こんなことが決まりました
新型インフルエンザに備えて対策本部条例制定

条
例
改
正

請
負
契
約

人

　事

請

　願

陳

　情

契約の方法

契 約 金 額

契約の相手方

指名競争入札

7，822 万 5千円

大桑村大字野尻 1300-2

奥田工業株式会社

代表取締役　奥田　和彦

村道伊奈川一号線
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○
24
年
度
決
算
状
況
・

　
速
報

　
24
年
度
各
会
計
の
決
算

の
状
況
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。

　
一
般
会
計
の
実
質
収
支

は
９
千
万
円
を
超
え
ま
し

た
が
、
特
別
交
付
税
が
予

算
に
対
し
て
２
千
７
０
０

万
円
の
増
収
と
な
っ
て
い

ま
す
。

○
ロ
イ
・
シ
ャ
フ
・
シ
ェ

　
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
長
逝
去

　
シ
ェ
ル
ビ
ー
ビ
ル
市
の

ロ
イ
・
シ
ャ
フ
市
長
（
72

歳
）
が
病
気
療
養
中
の
と

こ
ろ
、
５
月
31
日
お
亡
く

な
り
に
な
り
ま
し
た
。
心

か
ら
ご
冥
福
を
お
祈
り
し

ま
す
。

氏
は
２
０
０
７
年
か
ら
市

長
を
務
め
て
お
ら
れ
、
２

０
０
８
年
に
は
大
桑
村
を

訪
れ
て
い
ま
す
。

本
年
は
村
か
ら
訪
問
す
る

年
に
当
た
り
、
10
月
25
日

か
ら
11
月
１
日
ま
で
の
日

程
を
予
定
し
て
い
ま
す
が
、

条
件
が
整
え
ば
弔
問
と
新

市
長
と
の
今
後
の
交
流
に

つ
い
て
協
議
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

○
Ｊ
Ａ
木
曽
和
牛
繁
殖

セ
ン
タ
ー
完
成

　
伊
奈
川
地
区
に
建
設
し

て
い
た
Ｊ
Ａ
木
曽
和
牛
繁

殖
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
、

４
月
30
日
竣
工
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
種
付
け
か
ら
分
娩
、
子

牛
の
哺
育
ま
で
を
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
た
後
、
子
牛

を
農
家
に
提
供
、
こ
れ
に

よ
り
農
家
負
担
を
軽
減
、

高
齢
農
家
や
兼
業
農
家
、

新
規
就
農
者
等
で
も
子
牛

の
育
成
管
理
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
を
確
立
し
、
和
牛

子
牛
生
産
地
の
基
盤
維
持

と
農
家
の
経
営
維
持
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
。

　
施
設
は
繁
殖
牛
50
頭
牛

舎
１
棟
４
５
６
㎡
に
堆
肥

舎
、
管
理
棟
な
ど
で
、
事

業
費
３
７
９
３
万
円
。

　
本
年
度
は
繁
殖
牛
35

頭
、
哺
育
子
牛
19
頭
で
、

５
年
後
に
目
標
頭
数
の
繁

殖
牛
50
頭
、
哺
育
子
牛
44

頭
に
す
る
予
定
で
す
。

○
直
轄
砂
防
事
業

　
国
の
事
業
が
決
ま
り
ま

し
た
。

越
百
第
３
砂
防
堰
堤
事
業

は
５
億
７
６
０
０
万
円
で

継
続
、
田
垣
砂
防
堰
堤
事

業
は
24
年
度
補
正
で
１
億

３
０
０
０
万
円
、
今
年
度

完
成
。
下
在
砂
防
堰
堤
工

群
事
業
は
８
０
０
万
円
で

新
規
事
業
着
手
、
細
久
保

砂
防
事
業
は
用
地
買
収
予

定
。
ま
た
、
猿
沢
砂
防
事

業
、
下
洞
沢
砂
防
事
業
は

調
査
設
計
が
予
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

行
政
報
告

会計別
一 般 会 計
村 営 水 道 事 業 特 別 会 計
国民健康保険事業特別会計
農業集落排水事業特別会計
公共下水道事業特別会計
後期高齢者医療事業特別会計

計

基金名
財 政 調 整 基 金
地 域 振 興 基 金
減 債 基 金
土 地 開 発 基 金
地 域 福 祉 基 金
高齢者等肉牛飼育事業基金
ふ る さ と 農 村 活 性 化 基 金
む ら づ く り 基 金
庁 舎 建 設 基 金
特 別 支 援 教 育 基 金

年度末残高
80,890
3,226
112
63

5,525
269
400
41

17,040
0

基金名
育 英 基 金
村 営 水 道 基 金
量 水 器 償 却 基 金
国民健康保険支払準備基金
農 業 集 落 排 水 基 金
公 共 下 水 道 基 金

計

年度末残高
1,120
2,689
0

5,735
1,377
1,095

119,582

歳入総額
353,959
32,869
45,466
12,398
11,460
5,930

462,082

歳出総額
344,223
32,600
41,173
12,162
11,261
5,927

447,346

繰越明許費等
637

637

差引残高
9,099
269
4,293
236
199
3

14,099

基金積立金
4,550
135
2,147
118
100

7,050

翌年度繰越金
4,549
134
2,146
118
99
3

7,049

平成２４年度　　各会計別年度末調書 平成25年 5月 31日現在　( 単位＝万円）

 平成２４年度　　各基金年度末残高調書  平成 25年 5月 31日現在　( 単位＝万円）

ロイ・シャフ市長

繁殖センター



◎
開
催
日
　
５
月
27
日

◎
場
所
　
木
曽
文
化
公
園

　
第
２
回
定
例
議
会
に
上

程
さ
れ
た
議
案
は
、
条
例

改
正
３
件
、
平
成
25
年
度

一
般
会
計
・
特
別
会
計
補

正
予
算
、
工
事
請
負
契
約

の
締
結
等
で
あ
る
。
審
議

の
結
果
全
て
原
案
通
り
可

決
承
認
。

●
工
事
請
負
契
約
１
件

　
消
防
無
線
デ
ジ
タ
ル
化

に
伴
う
高
機
能
消
防
通
信

指
令
台
整
備
事
業
費
１
億

８
９
０
０
万
円
。

●
条
例
改
正
３
件

全
条
例
と
も
広
域
連
合
規

約
の
字
句
変
更
に
よ
る
改

正
。

●
平
成
25
年
度

一
般
会
計
補
正
予
算

　
１
０
０
７
万
円
減
額
し
、

30
億
２
７
９
３
万
円
と
す

る
も
の
。

要
旨
は
、
高
機
能
消
防
指

令
台
整
備
事
業
分
の
財
源

を
広
域
連
合
債
へ
切
り
替

え
た
こ
と
。
事
業
量
の
減

に
よ
り
、
土
木
分
担
金
を

減
額
し
た
こ
と
が
主
た
る

も
の
で
あ
る
。

●
平
成
25
年
度
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算

　
補
正
額
３
３
８
万
円
増

額
し
、
総
額
39
億
20
万
円

と
す
る
も
の
。
要
旨
は
、

職
員
の
異
動
に
よ
る
も
の

と
、
嘱
託
職
員
１
名
の
雇

用
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
す

る
、
大
桑
村
の
負
担
額
は
、

47
万
円
。

（
報
告
者
　
鈴
木
　
武
）

　
早
い
梅
雨
入
り
も
、
当

初
は
雨
が
降
ら
ず
農
作
物

へ
の
被
害
が
心
配
さ
れ
ま

し
た
が
、
議
会
の
開
会
と

と
も
に
恵
み
の
雨
が
降
り

だ
し
ほ
っ
と
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
梅
雨
時
の
雨
は
大
き
な

災
害
を
起
こ
す
こ
と
も
あ

り
ま
す
が
、
田
畑
を
潤
し

川
と
な
り
木
曽
谷
を
流
れ

水
力
に
よ
る
発
電
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
豊
富

な
水
を
使
い
、
も
っ
と
沢

山
の
電
気
を
生
み
出
せ
な

い
か
と
考
え
る
と
こ
ろ
で

す
。
（
ミ
ニ
水
力
発
電
等
）

　
７
月
21
日
に
は
参
議
院

選
挙
が
行
わ
れ
議
会
だ
よ

り
が
発
行
さ
れ
る
頃
に
は

体
制
が
決
ま
っ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。

　
日
本
の
将
来
を
担
う

し
っ
か
り
と
し
た
政
治
が

で
き
る
人
物
が
多
く
出
て

く
れ
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
本
格
的
な
夏

を
迎
え
ま
す
が
体
調
を
崩

さ
な
い
よ
う
暑
さ
を
の
り

こ
え
て
く
だ
さ
い
。

（
大
前
）

委

員

長
　
横
平
　
幸
男

副
委
員
長
　
木
戸
　
勘
一

委
　
　
員
　
沼
　
　
友
行

大
前
今
朝
男

岩
佐
　
孝
和
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議員と語る会へのおさそい

大桑村議会では、９月下旬に「議員と語る会」の開催を予定しています。
当日は、皆さんからのご意見をお聞きし、意見交換します。ご近所、お友達をお誘い合わせて
お気軽にお出かけください。

第 33回大桑村議会構成 (後期 )編
集
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